マレーシア・プトラ大学での海外フィールド実習

今回の海外フィールド実習では、マレーシアの都市大気を通年観測するためにローボリュームサンプラーやハイボリュームサンプラー等をマレーシア・プトラ大学（UPM）に設置し、観測拠点を整える事を主な目的の一つに設定しました。通年観測を行うためにはチームが必要です。チームの必要性について及川先生にアドバイスを頂きました。そこで、私は3人のチームを作りました。当初は、日本で行う作業感覚で、マレーシアでの作業を考えていました。しかし、実際には、落雷が多く、観測する事が難しいと言った現地の事情に精通していない事が問題になりました。チームメイト無しで作業を行うことは考えられませんでした。また、作業を通して彼らから多くの事を学ばせて頂きました。外国語に堪能であることが国際社会で生きていくために必要な事は言うまでもありません。しかし、もっと大切な事は、自分の行動に責任をもち、人に迷惑をかけない常識を身につける事を、フィールドでの体験から現実として再確認させて頂きました。私は英語が得意でないからこそ、協調性や社会性が目立った印象を受けたかも知れません。また、言葉は理解できなくとも、気持ちの波動は伝わると感じました。今回の海外フィールド実習ではただ、国際人としてのフィールド研究者のあり方について学べたと思います。
一方で、マレーシアでの生活面においてはパウジ先生をはじめ、パウジ研究室の学生の方々には多大な支援を受けました。UPMはSerdangという郊外にあり、クアラルンプールから車で、３０分ほどで行くことができます。観光でマレーシアを訪れても行けないようなローカルフード店、地元の人が行くような日用雑貨店などの日常的な生活スタイルを経験する事ができました。食事で印象に残った事の一つは、外食費が安いことでした。外食費が安いので自炊費が外食費と変わらないようです。なので、朝、昼、晩と外食する事が一般的です。そのため、簡易的な外食店が路上に多く出店していました。また、学生のアパートに遊びに行く機会があり、マレーシアの大学生生活を知る機会がありました。学生生活で印象に残った事の一つは、コミュニケーションを取るために、パソコンがある生活を最も大切にしていた事でした。マレーシアでは、研究も行え、友達も作れ、私の中ではこの2週間は忘れられないものになりました。 
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